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万葉集2682番歌の「韓衣君に打ち着せ」の解釈について
竹生 政資１，西 晃央２



























１ 佐賀大学 医学部 地域医療科学教育研究センター（takefu@cc.saga-u.ac.jp）
２ 佐賀大学 文化教育学部 理数教育講座（nishia@cc.saga-u.ac.jp）
J. Fac. Edu. Saga Univ.











































































































































04/0736 月夜には 門に出で立ち 夕占問ひ 足占をそせし 行かまくを欲り
04/0765 一重山 隔れるものを 月夜良み 門に出で立ち 妹か待つらむ





























11/2681 わが背子が 使ひを待つと 笠も着ず 出でつつそ見し 雨の降らくに
11/2682 韓衣 君にうち着せ 見まく欲り 恋ひそ暮らしし 雨の降る日を
11/2683 彼方の 赤生の小屋に 小雨降り 床さへ濡れぬ 身に添へ我妹
11/2684 笠なみと 人には言ひて 雨つつみ 留まりし君が 姿し思ほゆ











らじ 愛しき 君が手枕 触れてしものを




































12/3121 わが背子が 使ひを待つと 笠も着ず 出でつつそ見し 雨の降らくに












































04/0664 石上 降るとも雨に つつまめや 妹に逢はむと 言ひてしものを
なお、3122番歌の作者（男）が、世間のきびしい目があるために妹と逢う機会が少ないことは、歌の中に
「人目守り」や「ともしき妹」という表現があることからわかる。
第二に、なぜ彼女は自分の韓衣を彼に打ち着せて「形見」にしようとするのか。この問に対する答え
は、一度逢ったら次に逢うまで「長い間」待ち続けなければならないからである。その待つ間、彼を偲ぶ
ために「形見」が必要なのである。この結論は、前に示した2578番歌や3733番歌の解釈から導かれる。
最後に次のことを補足しておきたい。第１節の注釈書①で新日本古典文学大系は、2682番歌の結句に
「雨の降る日を」という句がある理由に関連して、窪田空穂氏の「農耕のできない雨の日を、当然来そう
なものとして、一日中、待ち憧れていたというのは、庶民生活の実際に深く喰い入ったものである」とい
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うコメントを引用している。しかし、このコメントには二つの点で疑問がある。
一つは、この歌は果たして「農民」の男女の恋愛の歌だろうか。韓衣は経済力のある貴族階級の着物で
あろう。農民や庶民の女が着るものではない。実際、第２節に示した4401番歌の初句にも「韓衣」がある
が、この歌の作者は信濃国の国
・
造
・
であり、もしこの韓衣がその妻のものだとすれば（通説は防人の軍服だ
とするが）、この韓衣は地方の有力貴族の女性の着物であることを示している。
もう一つの疑問は、歌の結句に「雨の降る日を」とあるのを、雨の日は農耕ができないから暇で男が女
の元に来る可能性が高いと解しているようだが、百姓は雨の中でも蓑などを着て仕事をするものであり、
また、女のもとに通うのであれば、わざわざ雨の日を選ばなくても、晴れた日の夜に通えばよいわけで、
むしろその方が一般的である。雨の降る日に女のもとに通うのは、それなりの理由があるからで、その理
由についてはすでに述べたとおりである。
４．おわりに
本論文では、まず万葉集2682番歌の「韓衣」が男性用であるという通説の妥当性について再検討を行
い、実はそれが女性用であることを示した。次に、第二句と第三句の「君にうち着せ 見まく欲り」につ
いて、通説のように「彼のために仕立てた韓衣を試着させてみたい（試着した姿を見たい）」と解するの
ではなく、「彼が来たときに自分の韓衣を一時的に彼に打ち着せて形見にし、彼が帰った後、次に逢うま
での長い期間それを見ながら彼を偲びたい」と解すべきことを指摘した。こうした解釈が妥当なものであ
るかどうか、多くの方々のご批判をあおぎたい。
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